
私の仕事について

しゅさい

主催：Vivaおかざき！！
こうえん おかざきし

後援：岡崎市

へいせい ねんど ぶんかちょう せいかつしゃ がいこくじん にほんごきょういくじぎょう

平成28年度文化庁「生活者としての外国人」のための日本語教育事業



１

だんたい がいよう

団体概要



2010年９月２３日
だいひょう ながお はるか

代表 長尾 晴香 （Nagao Haruka)
り じ きしもと

理事 岸本 サンドラ （Kishimoto Sandra)

り じ すずき みほ

理事 鈴木 美帆 （Suzuki Miho)
かんじ くろかわ いちろう

監事 黒川 市郎（Kurokawa Ichiro)

にほんじん がいこくじん くべつ おな ちいき く いちいん

Vivaおかざき！！は、「日本人」や「外国人」という区別なく、同じ地域に暮らす一員
ぶんか しゅうかん ちが りかい たが たす あ かんけい

として、ことばや文化・習慣の違いを理解し、お互いに助け合っていける関係づくり
おこな だれ す おも

を行うことで、誰もが「住んでよかった。Viva （＝バンザイ） おかざき！！」と思える
ちいき しゃかい め ざ

地域社会を目指しています。



日本語は読めなくても、雰囲気で買い物をしていたよ。
ある日、おいしいツナ缶を見つけて、みんなにオススメ
したら、実はキャットフードだって分かってビックリ～！

ベジタリアンでも母国（インド）ではまったく困らないのに
日本の店でお肉や魚をなしで作ってほしいとお願いすると
やったことないからダメって言われるのが理解できないわ。

アパートを借りたいと思ったのに、「ガイジンはダメ」とか
「日本人の保証人がいないと貸せない」って言われて、
しかも同じ間取りなのに私だけ家賃を高くされたの！

保育園の遠足の日、お弁当を持ってきてない子がいて、
後でお母さんに聞いたら、「お便りのふりがなで読み方は

分かったけど、“オベントウ”が何か分からない」と言われたよ

言語、文化・習慣
の違いで苦労して

いる現実



じぎょう ないよう

事業内容



￥
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にほんご きょういく じぎょう

日本語教育事業



ねん しみん しゅやく さんかがた とお たいせいせいびじぎょう じっし

◆2015年 「市民が主役！参加型ワークショップを通した体制整備事業1.0」の実施
ぶんかちょう せいかつしゃ がいこくじん にほんご きょういく じぎょう

文化庁 「『生活者としての外国人』のための日本語教育事業」）

にほんごきょうしつ がいこくじんじゅうみん にほんじんじゅうみん ぶんか じょうほう ふ そうご りかい ば

日本語教室は、外国人住民と日本人住民にとって、文化・情報に触れる相互理解の場

ねん

◆2016年コンセプト
がいこくじん じゅうみん ちいき にほんご きょういく たいせい

「外国人住民と地域をつなげるプラットフォームとしての日本語教育体制づくり」



とりくみ さんかがた

【取組１】 参加型ワークショップとOJTによる
にほんご きょういく にな て いくせい

日本語教育の担い手育成

さんかしゃ にほんじんしみん がいこくじんしみん

・参加者：日本人市民、外国人市民
にほんごきょういく にな て いくせい

・日本語教育の担い手の育成
かい かい にほんごきょうしつ

・4回WS＋３回日本語教室でのOJT

とりくみ く やくだ じっせんがた

【取組２】暮らしに役立つ実践型
にほんご きょうしつ じかん

日本語教室（60時間）

さんかしゃ がいこくじんしみん にほんじんしみん

・参加者：外国人市民、日本人市民
しえん やくだつ にほんごきょうしつ せきじゅうじ れんけい

・支援に役立つ日本語教室 （赤十字と連携）
きょうしつ

・よみかき教室

とりくみ かい ねん

【取組３】 Viva‼つながるセミナー（２回/年）

さんかしゃ いっぱんしみん ぎょうせいかんけいしゃ がくせい

・参加者：一般市民、行政関係者、学生など
ちいき じぎょう とりくみ し たぶんかきょうせい

・地域と事業が「つながる」いい取組を知り、多文化共生
にほんご きょうしつ やくわり かんが

のため日本語教室の役割について考える

とりくみ にほんご きょういく

【取組４】 「つながる」日本語教育の
じょうほう はっしん およ さくせい

情報発信及びツール作成

せいかほうこくかい かいさい かい ねん

・成果報告会の開催（１回／年）
とりくみ さっし さくせい

・取組をまとめた冊子作製
きろくえいぞう とう じょうほうはっしん

・ブログ・SNS・記録映像等による情報発信



にほんご かつどう かいわ ほじょ

◆日本語パートナー（活動・会話補助ボランティア）

たいわ とお がいこくじん じゅうみん にほんご まな

・対話を通して、外国人住民がリアリティある日本語を学ぶ。
ちいき じょうほうこうかん ちいき じゅうみん こうりゅう も

・地域についての情報交換や、地域の住民として交流を持つ。
にほんご きょういく にな て

・日本語教育の担い手としてだけでなく、
がいこくじんじゅうみん りかい ちいき ささ そんざい

外国人住民を理解し、地域で支える存在になる。

日本語講師
・授業の進行
・全体コーディネート

日本語パートナー
・〇学習者と一緒に学ぶパートナー

×教える先生
・学習者が言いたい事を日本語にするサポート
・地域住民として交流

学習者
・国籍、日本語のレベルもさまざま
・日本語で言えない ≠ 知識がない
・各国の当たり前と日本の当たり前は違う























ご清聴ありがとうございました


